
絹さやエンドウ       中島  純 

涼しい地域適す春まき 
 絹さやエンドウの原産地には諸説があり不明ですが，日本へは９～１０世

紀に中国から伝わったと言われています。絹さやの名前は，さや同士がすれ

合うと，絹がすれるのと似た音がすることからつきました。 

 ビタミンＡ（ベータカロテン）やビタミンＢ1，ビタミンＣ，食物繊維を多

く含み，さらに体の組織の修復や肌の組織を整えると言われているリジンを

多く含むのが特徴です。 

 料理は，煮物や妙め物，お吸い物などが一般的で，鮮やかな緑色が料理を

引き立てます。 

 ここでは，４月から初夏まで収穫できる春まき栽培を紹介します。 

 生育適温は１２～１８度で，２５度以上の高温や，２度以下の低温では，

さやつきが悪くなったり，形の悪いさやが増えます。このような特性から春

まき栽培は，比較的涼しい地域の方が収穫期間が長くなるため，適しています。 

 種まきは３月に行います。連作障害を起こしやすい

ので，４～５年間まめ類を栽培していない日当たりと

排水の良いほ場を選びます。種まきの１週間前までに

１平方㍍当たりに堆肥２㌔，苦土石灰１００㌘程度を

施し，できるだけ深く耕します。化学肥料は畝の位置

に，畝の長さ１㍍当たり１００㌘（窒素，リン酸，カ

リが１５％の場合）施します。畝は幅６０㌢，高さ２

０㌢程度の大きさに作り，シルバーポリや黒ポリで覆

い，マルチをします。複数の畝を作る場合は通路を９

０～１００㌢とります。種まきは，畝の中央に１０㌣

間隔に穴を開け，１穴に２～３粒ずつ，３㌢の深さに

まきます。 

 つるが伸びたら，ネットを張り，つるを誘引します。

つるが伸びるのにあわせてネットの横に水平にヒモ

を張り，つるが倒れるのを防ぎます。 

 つるが多すぎると良いさやがつきにくくなります。

また，うどんこ病や灰色かび病などの病気が発生しやすくなりますので，脇芽を，節の根元で切

り取り，つるの数を１㍍間に５０本程度に整理します。 

 花が咲き出したら，２週間に１回程度の間隔で追肥（植え穴 1 つ当たりに化成肥料３㌘程度）

します。 

 開花から１５日くらいに，実が大きくなる前のさやを収穫します。 

 絹さやエンドウはプランターでの栽培にも向きますで，日当たりの良いベランダなどでも栽培

を楽しむことができます。 
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